
鉢盛中学校いじめの基本認識

・「いじめはどの学校にも、どの教室にも起こり得る」「本人がいじめと感じれば、そ

れはいじめである」「いじめは人間として絶対に許されない」という基本認識を全職

員が持つ。

・いじめ問題の重要性を全職員が認識し、特定の教員が抱え込んだり、事実を隠

したりすることなく、学校全体で対応する。

・いじめについての訴えや情報等があった時は直ちに学校長に報告し、迅速な情

報収集と事実関係の把握に努め、事実を隠蔽することなく的確に対応する。

・被害者の立場に立った指導を行い、いじめから守り通す。解決したとみられる場

合も継続して十分な注意を払い、必要な支援を行う。

・いじめの事実関係を明らかにする中で、法的な視点から、特別な指導計画等に
より毅然とした指導を行う。

・いじめ問題の解決のために諸機関との連絡・連携を密に行う。
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鉢盛中学校いじめ防止基本方針


